
　

中
部
財
界
フ
ォ
ー
ラ
ム
社
主
催
の
異

業
種
交
流
会
「
東
海
財
界
倶
楽
部
」
の

第
一
六
回
例
会
が
十
月
二
十
四
日
夜
、

名
古
屋
市
千
種
区
・
メ
ル
パ
ル
ク
名
古

屋
で
開
催
さ
れ
、
東
海
三
県
の
企
業
経

営
者
ら
約
二
〇
人
が
出
席
し
た
。
経
営

者
相
互
の
交
流
、
情
報
交
換
や
資
質
向

上
を
目
指
す
同
会
で
は
毎
回
、
時
の
人

や
国
の
出
先
機
関
の
局
長
ら
を
講
師
に

招
き
講
演
会
や
そ
の
後
の
歓
談
を
催
し

て
い
る
が
、
今
回
の
講
師
は
愛
知
県
弁

護
士
会
所
属
の
弁
護
士
、片
岡
信
恒
氏
。

　

講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
「
最
近
の
相

続
（
争
族
）
で
は
何
が
争
わ
れ
て
い
る

か
」。

　

超
高
齢
化
社
会
で
身
近
に
な
っ
て
き

た
相
続
だ
が
、
こ
じ
れ
て
「
争
族
」
に

な
る
ケ
ー
ス
も
目
立
つ
。
当
事
者
間
の

話
し
合
い
が
つ
か
ず

裁
判
所
に
持
ち
込
ま

れ
る
が
担
当
は
家
庭

裁
判
所
。
ま
ず
は
調

停
だ
が
、
裁
定
す
る

の
は
裁
判
官
・
調
停

委
員
二
人
。
一
般
社

会
人
が
務
め
る
調
停

委
員
は
質
・
レ
ベ
ル

が
異
な
り
必
ず
し
も

公
正
が
保
た
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
長
引

く
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。

　

次
い
で
訴
訟
に
な

れ
ば
裁
判
官
に
よ
る

審
判
だ
が
、
遺
産
の
預
貯
金
の
扱
い
が

判
例
変
更
さ
れ
る
な
ど
変
化
が
激
し

い
。
相
続
人
の
順
位
は
①
子
供
・
配
偶

者
②
直
系
尊
属
③
兄
弟
姉
妹
―
―
の
規

定
だ
が
、
現
実
に
は
親
の
面
倒
を
見
た

長
男
が
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
。

ま
た
非
嫡
出
子
問
題
や
未
認
知
の
子
の

場
合
、
認
知
訴
訟
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
も

発
展
す
る
。

　

相
続
財
産
の
範
囲
で
は
、
相
続
人
が

開
示
に
応
じ
な
い
場
合
、預
貯
金
や
株
、

さ
ら
に
海
外
資
産
な
ど
探
し
出
す
の
は

難
し
い
。
ま
た
不
動
産
は
一
物
四
価
以

上
で
評
価
方
法
は
容
易
で
な
い
。
よ
く

話
題
に
な
る
生
前
の
引
き
出
し
、遺
言
、

事
業
承
継
問
題
な
ど
難
し
い
ケ
ー
ス
が

多
く
、
相
続
は
奥
が
深
い
―
―
な
ど
と

解
説
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
は
和
や
か
に
歓
談

し
た
。

　

な
お
片
岡
氏
は
名
大
法
学
部
大
学
院

を
経
て
一
九
七
八
年
、
愛
知
県
弁
護
士

会
所
属
の
弁
護
士
に
。
現
在
、
名
古
屋

市
中
区
丸
の
内
二
、
片
岡
法
律
事
務
所

所
長
。
所
属
弁
護
士
は
計
五
人
。
今
年

二
月
か
ら
大
学
の
同
級
生
だ
っ
た
元
名

古
屋
地
方
裁
判
所
所
長
、
加
藤
幸
雄
弁

護
士
も
加
わ
っ
た
。

第
１
６
回　

東
海
財
界
倶
楽
部
例
会

「
最
近
の
相
続
で
は
何
が
争
わ
れ
て
い
る
か
」

片岡弁護士が相続についての講演の様子

朴総領事が任期を全うし退任の挨拶


